
　オバマ大統領のこのひと言から、VH
-71の開発計画が白紙に戻った。
　オバマ大統領は2009年2月以来、自
分の乗るヘリコプターはいまのVH-3D
で充分と言い続けてきた。というのは
就任間もない2月23日、大統領選挙の
相手候補だったマケイン上院議員が「次
期大統領ヘリコプターVH-71はジャン
ボジェットのエアフォース・ワンと同
じくらいのコストになろうとしている。
このことを大統領はどう思っているの
か」と記者会見で語った。
　それに対してオバマは「いまのヘリ
コプターで充分」と応じた。「VH-71の
開発と調達の経緯は、やはり異常とし
か言いようがない」と。
　それから間もなく、2009年4月、ゲ
ーツ国防長官が「VH-71計画は当初予
算の2倍、総額130億ドル（約1.2兆円）
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になるとみられる。しかも開発日程が
いちじるしく遅れており、果たして実
用になるのか」と疑問を呈し、計画取
り止めを示唆した。
　そして5月、ゲーツ長官はVH-71が
「絵に描いた餅にすぎなかった」として、
実態のない幻のヘリコプターを高額の
予算を使って買うことはできないと、
廃案に向かって動き始めたのである。

仕様の追加でコスト急増
　いまから5年前、2005年1月のこと
だが、アメリカの次期大統領専用ヘリ
コプターは、米海軍の選考によってイ
タリアのアグスタウエストランドEH101
に決定した。この大型3発タービン機
は現在AW101と呼ばれ、日本でも早く
から警視庁が採用しているが、アメリ
カ向けにはロッキード・マーチン社が

表面に立ってUS-101の呼称を使い、構
造部分はイギリスで製造するものの、
部品や装備品の多くはアメリカ製とす
ることで採用になった。契約金額は61
億ドル（約6,000億円）、調達機数は23
機。このとき敗れた競争相手はシコル
スキーS-92であった。
　そして2007年7月3日、VH-71の正
式呼称を与えられた試作1号機が英国
ヨービルのウエストランド工場で初飛
行した。
　ところが、そのころから、ホワイト
ハウスや米海軍のなかで2001年秋の
9.11多発テロを振り返って、大統領機
として当初の設計仕様では不充分とい
う考えが出てきた。そしてミサイル攻
撃を回避するとともに、政府機関との
間で緊密な情報交換をしながら、軍に
向かって直接大統領が命令を出せる通
信機器など、きわめて高度の重装備を
することになった。
　そうなると機体の運用重量が増えて
飛行性能が落ち、機内も狭くなる。そ
のためのさまざまな対策を考えると、
開発コストが上がり、量産コストを合
わせて総額112億ドルになるという試
算が2008年1月に出された。さらに同
年末には、130億ドルになるという推定
が出る。ここから上述のマケイン議員
のような疑問が噴出、オバマ新政権も
同じような問題意識を持つことになっ
たのである。

VH-71復活の論議
　それでも、この間、VH-71の開発作
業と飛行試験が続いた。2009年4月28
日にはヨービル工場で前量産型5号機
が完成、数日後に米空軍C-17輸送機で
米国へ送り出された。これは試作9号
機にあたり、最後の試作機であった。こ
れら9機の飛行試験がうまくいけば、
次はいよいよ量産機の製造にかかると
ころまで漕ぎ着けたのである。
　しかし5月15日、国防総省がVH-71
の開発中止を正式に決定、海軍が作業
停止の命令を出した。さらに6月1日
には海軍とメーカーとの間のVH-71計
画に関する契約破棄が発表された。
　これに対してメーカー側は、ロッキ
ード・マーチン社はもとより、量産機

の組み立てを担当する予定だったベ
ル・ヘリコプター社、それに多数の部
品、装備品のメーカーが地元選出の議
員に対しロビー活動を開始した。それ
を受けた議員たちも、VH-71復活のた
めの予算案を提出することになる。
　その結果、7月30日には下院予算委
員会が2010年度国防予算のなかに、5
機のVH-71を実用化するための開発、
試験、評価を継続する費用として4億
ドルを含めることを承認したのである。
これは2009年10月1日から始まる予算
だったが、その直前の9月10日、今度
は上院予算委員会が開発継続の予算は
認められないとする決議をして、つい
にVH-71が葬られることになった。
　この間、当然のことながら、政府と
議会とメーカーとの間ではさまざまな
論議が交わされた。メーカーと地元議
員が問題にしたのは、計画中止にとも
なう失業者の増加である。ロッキード・
マーチン社はVH-71の開発にたずさ
わっていた社員700人を解雇せざるを
得なくなった。ベル社も100人ほど解雇
し、ベルとアグスタの合弁会社でも48
人を解雇した。しかし契約が復活すれ
ば、解雇された人の多くが戻ってくる。
　さらにVH-71には、当時すでに33億
ドル（約3,000億円）が費やされていた。
これに新たな予算を加えて、総額70億
ドルとすれば、19機は調達できるとい
う計算も提示された。当初の計画が61
億ドルで23機を調達する予定だったか
ら、さほど大きな齟齬が出るわけでは
ない。

　機数の面でもいまの大統領機はVH-
3Dシーキングが11機とVH-60ナイト
ホークが8機だから、合わせて19機。決
して悪くはないはず。しかるに、これ
までやってきたことをすべて捨て去り、
まったく新しい計画を始めるとすれば、
今度は100～170億ドルという膨大なコ
ストがかかるだろうというのである。
　こうした論調がVH-71の復活をめ
ざす議員たちの主張であった。しかし、
オバマ大統領は一貫して、VH-71を是
認するような予算には拒否権を発動す
るという姿勢を取り続けた。この様子
を見て、オバマはマケインの挑発に乗
りすぎて後に引けなくなり、とうとう
33億ドルを無駄にしてしまったと評す
る人もいる。逆にマケインにしても、大
統領に当選していれば果たしてVH-71
をやめると言ったかどうか怪しいもの

だという人もあって、もとより本当の
ところは分からない。

大統領機を実現させた男
　ところで、アメリカの大統領がヘリ
コプターを使うようになったのはいつ
のころであろうか。
　1950年代半ば、当時のベル・ヘリコ
プター社はモデル47の実用化から10年
ほど経って、売れ行きを伸ばすための
秘策を練っていた。その1つが大統領
の乗用機として採用されることで、そ
うなれば安全上の太鼓判を貰ったよう
なものだから、大きな宣伝になる。そ
のためベル社のテストパイロット、ジ
ョー・マッシュマンは、まず大統領の
身辺を警護するシークレットサービス
を口説くためのデモ飛行を見せた。
　余談ながら、筆者も昔この人に何度
か会ったことがある。もはや故人だが、
いまも国際ヘリコプター協会（HAI）が
毎年出している安全賞に「ジョー・マ
ッシュマン賞」として名を残している。
　さて、マッシュマンのデモ飛行に対
し、シークレットサービスは単発機で
は安全が保証できないと主張した。そ
こでマッシュマンは、彼らをベル47Jに
乗せ、何度もエンジンを切ってオート
ローテーション着陸をやって見せた。
ヘリコプターは動力がなくてもフワリ
と接地できることを実際に体験させた
のである。
　もう1つ、ヘリコプターが大統領機
として採用される要因になったのは、

「核戦争の最中に、機内で晩餐を作って食べさせてくれるような、
 そんな贅沢なヘリコプターは要らない」

仕切り直しの米大統領専用ヘリ計画
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ジョン・フォスター・ダレス国務長官
である。マッシュマンは最後の一押し
をするために、自分の妻とともに国務
長官をモデル47Jに乗せた。大げさに言
えば女房を人質に置いたようなもので、
いかにヘリコプターが信頼できるかを
示すためであった。
　ダレスもこれを見て、2度目の飛行
には自分の妻を乗せた。ダレス夫人は
すっかり有頂天になり、着陸してから
もヘリコプターがいかに素晴らしいか
を語り続けた。ダレスは妻にとって安
全ならば大統領にも安全と考え、アイ
ゼンハワーにベル47Jの採用を進言す
るに至った。
　大統領が初めてヘリコプターに乗り、
ホワイトハウス前庭の芝生から飛び立
ったのはそれから間もなく、1957年7
月12日のことである。機体は青と白の
塗装をした47J。アイゼンハワーは、も
ともと軍人として飛行機のパイロット
だったが、ヘリコプターから降りてき
て、「生涯のなかで、これほどなめらか
な飛行は経験したことがない」と感想
を語った。
　ホワイトハウスはこの47J（軍用呼称
H-13J）を2機導入し、大統領機とし
て使用した。うち1機は後に、ワシン
トンにあるスミソニアン航空宇宙博物
館のダレス空港別館ウドバー・ヘイジ
ー・センターに展示され、いまも見る
ことができる。

大統領専用ヘリの進展
　アメリカ大統領がヘリコプターを使
うことの意義は、近距離を移動する場
合、リムジンに乗って地上を走ると道
路を規制する必要があり、他の交通の
迷惑になる。もう1つは身辺警護の面
でもヘリコプターの方が安全だからで
ある。
　さらに当初はホワイトハウスへの核
攻撃が心配され、それに備えて大統領
の脱出手段として考えられた。最近は
テロ攻撃に対抗する意味もあって機体
はだんだん大きくなり、ミサイル攻撃
を回避するためのフレヤーやチャフも
装備している。
　H-13Jは1958年、シコルスキーH-34
（S-58）に替わった。そして1961年には

VH-3A（S-61）になる。これがVH-
3Dに替わったのは78年。89年にはVH-
60Nも登場してVH-3Aはなくなった。
　これらの大統領機を運航するのは当
初、米陸軍と海兵隊の両方であった。そ
れが1976年から海兵隊だけで飛ばすこ
とになり、大統領の乗った機体は公式
に「マリーン・ワン」と呼ばれるよう

になった。飛行機の方は空軍が担当し、
ボーイング747が「エアフォース・ワ
ン」と呼ばれることはご存知のとおり
である。
　また副大統領を乗せたときは、同じ
機体でも「マリーン・ツー」と呼ばれ
る。そして大統領の家族が乗ったとき
は「マリーン・ワン・フォックストロ

ット」、副大統領の家族機は「マリーン・
ツー・フォックストロット」になる。
　マリーン・ワンは通常2機、多いと
きは5機が一緒に飛行する。大統領が
どの機体に乗っているか、テロリスト
などから見ても分からないようにする
ためである。さらにテレビカメラは、
マリーン・ワンの飛行を生中継するこ
とが禁じられている。
　そしてマリーン・ワンは大統領の旅
行先へは、米国内でも国外でも、大統
領専用のリムジンとともについていく
ことになっている。
　言うまでもないことだが、大統領の
ヘリコプターはアイゼンハワーの当初
から、これまで一度も事故を起こした
ことがない。テロ攻撃などの異常事態
にも遭遇したことはない。

2017年に向かって仕切り直し
　大統領のヘリコプターが半世紀以上
にわたって安全に飛んできたことは確
かだが、いまのVH-3Dが登場して30年
余り、いかにも古くなった。耐用期限
が近いため、飛行可能な状態を維持し
ていくだけでも大変で、そろそろ代替
機が必要というところからVH-71が
選定されたのである。
　しかし、この代替計画もオバマ大統
領自ら廃案にしたことで、新たに立て
直さなければならない。そこで国防総
省は今年2月16日、あらためてヘリコ
プターメーカーに対し見積り提案を要
求した。
　要求の内容は、キャビンの大きさが
10～14人乗りで、大統領の職務に差し
支えないような搭載能力を有し、でき
れば14人乗りが望ましい。これら所要
の人数を乗せ、気温35℃、シーレベルで
地面効果外のホバリングができること。
　離陸操作中に片発が停止しても安全
にもとのヘリポートに着陸するか、飛
行が継続できること。270～500㎞の航
続性能を持つこと。空軍のC-17および
C-5輸送機に搭載できること。混雑し
た市街地上空でも安全に飛行し、万一
の場合は建物や人に危害を加えること
なく不時着できること。対気速度260㎞
/hで巡航できること。
　そして機内の大統領と政府機関との

間で緊密な情報交換ができるとともに、
緊急時には全軍に命令が出せるような
通信機器を搭載できること、などとな
っている。
　こうした提案要求を受けたメーカー
は、それに応じるかどうか、当面4月
19日までに意思確認書を提出すること
になっている。目下のところ、どのメ
ーカーが次期大統領専用ヘリコプター
の開発と製造に乗り出すかまったく不
明だが、おそらくは5年前に敗れたシ
コルスキー社がふたたびS-92を提案
する可能性が高く、自らも今度こそ契
約を勝ち取るという捲
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の意気込
みを見せている。
　またアグスタウエストランド社もVH
-71に注ぎこんできた技術を活かして
復活を狙うであろう。ただし、その主
務契約者となっていたロッキード・マ
ーチン社が表に立つかどうかは分から
ない。昨年VH-71が廃案になった当時、
同社は「顧客が要らないと言っている

ものを、押し売りするつもりはない」
と語っていた。またボーイング社はV-
22ティルトローター機を提案するので
はないかという見方もある。
　新しい大統領機の登場は2017年の予
定である。
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